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第 15 回日韓整形外科スポーツ医学会は，2017 年 9

月 24 日に韓国ソウル市において開催されました。9

月 3日には北朝鮮による核実験が，9 月 15 日には弾道

ミサイル発射が強行され，緊迫度を増す朝鮮半島情勢

の中での開催とあって，自分なりに決死の覚悟で学会

に臨んだつもりでした。しかし，現地はいたって平穏

で，人々には全く緊迫感や悲壮感といったものはあり

ませんでした。むしろ，週末だったこともあり，ソウ

ル繁華街は若者で溢れ，路上ライブなどで異様なまで

の盛り上がりを見せていました。J アラートで右往左

往している日本の状況との落差に愕然とした次第で

す。韓国の人々も国を取り巻く情勢は承知しているの

だとは思いますが，朝鮮戦争以来，戦争状態が解消さ

れていない中を生きている彼らとの，腹の据わり方と

いうか覚悟の違いを思い知らされた気がしました。

学会には，日本整形外科スポーツ医学会（JOSSM）

理事長の松本秀男先生をはじめ，2017 年 JOSSM 学術

集会会長の帖佐悦男先生，2016 年 JOSSM 学術集会会

長の筆者，さらに熊井司先生，菅谷啓之先生，西中直

也先生ら JOSSM のメンバー 14 名が参加しました。

本学会は，かつては 2年に 1回，日韓交互に開催し

ていましたが，2014 年からは毎年の交互開催となりま

した。これにより学術的な交流がさら活発になったの

は必然的なことだと思いますが，今年は特に両学会の

幹部メンバーによるビジネスミーティングが非常に友

好的かつスムーズに進んだのが印象的でした。かつて

は，やや議論がギクシャクしていた時期もあったよう

に聞きますが，やはり毎年顔を合わせ，胸襟を開いて

話し合うことにより，円滑なコミュニケーションが可

能となったのだと思います。

遠隔地にいて，間接的な情報や憶測のみに基づいて

判断するのでは，実は何もわからないのだということ，

そして相手を真に理解するためには，実際に会うこと，

対話することが何より重要なのだということを今回の

学会出席により身をもって実感した次第です。

今月号の特集は，竹内靖博先生（虎の門病院内分泌

センター）のご企画による，「内分泌疾患に伴う運動器

障害」です。先端巨大症，クッシング症候群，甲状腺

機能亢進症・低下症，副甲状腺機能亢進症・低下症な

どなど，学生時代に習った知識しかない，いやその知

識すらすっかり忘れてしまった疾患が並んでいます。

これらの疾患と運動器疾患の関連性を知ることは，実

は整形外科の日常診療において極めて大事なことだと

いえます。私自身，この際，本特集を通してあらため

て内科疾患の勉強をし直してみたいと思います。

大義なき解散といわれた総選挙も現政権側の圧勝に

終わりました。しかし，これにより国内外の問題が何

一つ解決したわけではありません。今回初めて選挙権

を得た 20 歳未満の若者たち，そして子供たちが未来

に夢と希望を抱くことのできる日本と世界であること

を願うばかりです。

（山下敏彦）
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